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新 とい年を迎えて、もうlヵ 月が鍵 ざようどとています。皆様は、どのような新年をお迎えで にょうナr

l月 21日 、字老い宮市文化会館にて、年新幸院女子短期大学ハン ト
'ベ

ルクワイアの普さんのご協力で第 2

回目のチャリティーコンサー トが開かれ、会にとっての新 にい年の事業のスター トピなりまとたゎ年の

始めに、皆様に 「tに 響 くJ演 案をお届けで きたことを、人交うれ とく思っております6

今年は、 T支 える会」も設立か ら3年 目を迎えることになります。今でも、設立準備会当日の巣気を足

いi虫すことがあります十】あの熱気に支た',れて、今の 「文たる会」や 十三の家 1カ者あるのだ卜!、 とみ ごみ

思 う次第です。

会真数 550余 名どい う今の会の姿ほ、 も|よや、当初の 「有るによる」とい ったレベルを越え、実に

広が りのあるNGO活 動になってきたとい うことて
'す

。会の逗菅に会賞とい うお金店欠かせませんが、

それにどどま')ない一人ひとりの′せ持ちわ章寄せ集まって、大きな力になって社会を交単 [てい くことこそ、

本当のNGO活 動ではないかピ思っていますぃ

1998年 は、者少年によ!って大変疑 にヽ 現ヽ実が露三 とた年で した。私たちは、児童養護施設を表 ,巻

(現実を文ン揺えて｀いかにそこて
｀
ま,)す子どもた',の発達を保障するかてい うことが、長ヽヽ間の課題で と

た。 にか と、気がつヽヽてみ ると施設の子ど七た|すでなく、日本の子どもたら全体が、ひどく蔑 とい現実に

と,,されていまとた。規がいて、家庭があって屯子どもは有たないとい う現実ですⅢ

そこで、使 らの 1有ち」をサポー トて
'き

るならど、電話相哉 「自立のホ ノトライン」 を設置によにた.

これ もオヨ表ポランティアの方々の省蘭により、閲もなく2年 目を迎えます。願わ く↓ゴ、 もっど多く/-2者少

年に相技 を寄せてほ い とヽ、運菅姿貫会の皆卜んがポスターを作って、協力 とてくださる声官によ頬 とて

おります。今!よ、電話オヨ設の家,名度 をあげて、もっともっと大勢の青少年が語れ る場になることを願って

いますc

とて、今年は、昨年来話題になっていたNPO法 による法人袴取得の手続 きわく ヽヽよいま始まります-1

社会に巡わ され るとい う点では、責任ピともに大 きな期待を持っておりますの法人 となることに4半い、

星の家の重菅 (入・退を半)に 、多少の変化が生ずるこどになりますが、何よりも入唇者へのケアに安定

ピ充実をもたらすことを待 ,】望んでおります.

年頭にあたり、今後の展望について述べ させていただきまtたこ.皆 様のご健勝を精合申 し上げますごと4

もに、これからも様々な形で会の理菅にご参働 くださいますようお願い中 ヒ上げます。
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『星の家』自立援助ホームとして国の認可を受ける

平成10年4月 1日付tt)をもって 『髪の家』は、自立援助床―と、とtノて国の蔑円を受t七十ることとなり

まt_ノたが、その機挫となった児彗福祉と及び児章島章空斉援助事業実施要綱の改出こ:ついて、簡単に

説明[ノたいと思います。

平成河0年4月 1日付けの改正で、上記の条文かヽ新たに加わり、児童自立生活醸駒事業 (つまり、

自立援助ホームを運営していくこと)1よ 都道府県等 的 によって児童に対して採られ

る措置として行われることとなりましたとこれによって、児童自立生藩閣競義剰ま申

援事業の持つrこ位置づけ、第二種社会福祉事業として規定されまじ名

睡 のポイント】

こよって、自立援助昧―ムヘの入居は的 行`う措置とい

うことになりましたのでく員立援駒味―ムの実施主体と串 環 されまし亀

つまり、自立援駒床―ム F星晩 の実施主体f封"相 緊 運捜主体は青少年の自立

を支える会、ということです。

帥 よ 法人でなくても都道府県知事が務当と諏 ょ 運畳室体になれるとい

うことです。青少年の自立を支える祭よ 運営主体として適当と認められたわけです。

対象児童帥 切動てりまし,屯 改正前:ム 児童福岡勝翠ヨこ措置されてい睡
に限定されていまし海 Rそ うでない児童でも必要と認め綱 よ 自立援助ホームの

サービスを受けることができます。

3ヽ f堆 誕卦喪 ピ栄車ご ぎ ぼ鼻S S Sじ 習 ビピ埴推卦讃 ぜ ぎ せコぎ ぎ Fθ 寺 ぽ業熟 F Fθ ぎ ぎ

舞鵜協毅項 都道府県は、義務教育8終 了した児童であって、第1項第二号に― る

措置 くつまり、保護を要する児童を里親に委託したり、児童養護施設等の

児童福祉施設に入所させること)の うち政令で定めるものを解除されたもの

その他政令で定めるものについて、当議児童の自立を図るため、政令で定め

る基準に従txこ れらの者が共同生活を営むべき住所 (つまり、自立援助
ホーム)に おいて相談その他の日常生活上の擦駒及び生活指導線  【又は

当議都道瀬県激熟夢部こ当該住居において当議日常生活上期 び生藩指

導を行うことを委託する措置を採ることおギできる。

今回倒国嚇郵覗辞れヽ国と県からそれぞれ119万 臥
計238万 円の補助金を受けることができました
今後tよ他の自立援助体―ムと講 県叉ぼ政令指定都市

中 受 けられるよう1二 1踊樋県騨宇辞書市へ働き
awて ぃきたぃと思います。
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第2ま朝醸抹
この尊日印憐霜髄ま翌障翌騒直痢暉羊デ節置

-1帥 びに車 び

賊        (                               '母号に'4穀

定により摯帝された法人とする。

第3難 漸菫
この嘩目毅以鵡誕居室は18潤朝載将朗屈菱

であって、次の各号のいずれかに該当す

るものとする。

① 」軽課調騰 (      辞 号)

第冴条第1項第二号の規定により里親

又は諦 じく麟競調舶こ措置さ

れ        了 後威隣し、そ

の措置を解除されたもののうち、なお

社会的自立のた卵 暖 とされ

る瞳
② -74競 鵬Lじ申 つ

て0報 る児童

第2到 圏盟韓
(1)自立援助味―ムの援助措置の実施圭体

!よ都道府県 '指定都市とする。
〔2〉自立援助床―ムの運営主体tよ地方公

韓     難 ( 聰

年法律第踏号)第弘条の規定により設立

第3対 象児童
こ       よ 義務教育る態

了した18歳未満の児童 G調 条第4項に

規定する場合にあってtよ抑歳未満の者。)
であって、法第冴条第9項の規定に基づ

き措置されたものとする。

① 里触こ委証する措置又t却鵡轟謡義

司払 得事暗呂簿掌振芸豆題鈴畠騎謝傍護廃告じく1ま

児童自立支援施設に入所させる措置を

解除されたもの

② 前号t胡龍する児勤沖ヤ班塵であ

って、都道府県知事又t的 長
が当議児童の自立のために援助政び生

活指導が必要と認めたもの
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青少年の自立を支える会で13、運営資金の確保や支える会会長相互の交流、PRを

目的とした 『量の家まつり』を下R動 とおり開催tノぶす。

握り出し物がザックザクのバザーやおい|ノしヽものが盛リブた<さ んの模服店、そして、

大人も了どもも楽|ソめるアトラづ=ノ■ンなどもあります !!

仲良しのお友たちや新規会長になりた～いという人、又タッフみ～んな実顔 Cお待ち

していますので、ぜひ遊びにき(<た さし` r!

日時 / 平成11年4月4日(日)9i駅ト

場所 / 宇都宮市総合]ミュニティセツ9- 盟∞4071

ナ|ザーあり、模擬店あり、Pトラ仰])ありの楽しtiイベントです||
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本当にただの居候で、その家族が全員仕事や学校に

行っているのに、私は家にいるだけで何もせず、ご飯も

作らず、洗濯もたまにする程度で、気が向くと学校に

イ子ったりしていました。

ある日のこと、一人暮らしを始めました。その理由は、

居候している家とが、だんだん怒り始めたような雰囲気

が伝わって来たからです。 「これじゃやfゴいな。そろ

そろ自分でやらなけれ!丸 」と突然、思ったのです。
一人暮らこ″では、料理もできないので、毎日、毎日、

お昼はおにぎり、夜は豆腐とモヤシで暮らしていました。

でも、その中で、一人で暮らすという自信が出てきたの

です。

いま振り返ってみると、あの居候の時期が、今の私を

作っているような気がします。何t)していないようだ

けど、内なる何かが変わっていったような気がします。

家族と居候は違います。家族は自分と 「同質」の関係

で、とうにもならない関係です。でも、居侯の関係は、

家族に見えるけど、家族とは異質な 「プレ社会」なの

です。本番の社会に出る前の練習のようなものだと思い

ます。

援 の 輸(19981231現在)

国会員数        556人
国会費 寄 附金  4′ 621,617円

1/21の 作新短大ハンドベルチャリティーコンサート
では、約 300名の入場があり、

二二重 761里 の益金がありました。
ご協力ありがとうございました。※会費未1内の方ほ、早めにお1内めくたさ↓ヽ。

亨r会 員募集中 !です。 1日 5,0

亨rス タッフ ポ ランティア募集

支

青少年の自立を支える会 事務局
◇◇◇◇◆◆◇◇◇◇◇◇◇◇◇

〒321-09S3 宇都宮市南大通り 4-2」8

自立援助ホーム 「星の家」内
TEL・FAX  0281151)0161

0 0円  [郵撰振密/宇都宮 39140-3-366912  名義/青少年の自立を支える会]

! ど んなことでもお手伝いいただける方、お待ちしています。


